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ソーシャル顔アイコン

神原 啓介　塚田 浩二

ブログや SNS，ソーシャルブックマークなどのソーシャルウェブサイトの利用が進み，Web 上で人とつながりを持
ちコミュニケーションをすることが増えた．Web 上での人とのつながりやコミュニケーションが増えると，優先的
に見たい人の発言が他の人の発言に埋もれてしまう問題や，複数のウェブサイトに発言が分散してしまう問題，タイ
ムラインのようなリストでは特定の人物を見つけにくいといった問題が起こる．そこで本研究では複数のソーシャル
ウェブサイトを横断しながら，優先的に見たい人がタイムラインに埋もれてしまうことなく，特定の人物を一目で見
つけることのできるインタフェース「ソーシャル顔アイコン」を提案・試作した．ソーシャルウェブサイトの中にい
る人をアイコンとしてデスクトップに置くことで人に対してより直接的にアクセスできるインタフェースを備えてお
り，使い慣れたアイコンと同じように操作できる点や，発言の新鮮度や発言頻度といった時間軸情報を視覚的に分か
りやすく表示する点が特徴である．

As social web sites such as blog and SNS(Social Network System) became popular, many people have com-

municated with their friends on the Web. Meanwhile, several problems of social web sites were revealed

recently: (1) messages of close friends are often buried in other massive messages, stu(2) messages and peo-

ple are dispersed several web sites, (3) they have to check and browse the web sites consciously, and (4) it is

difficult to find a particular person in the timeline. In order to solve these problems, we proposed an novel

software, ”SocialFaceIcon”, which allows users to easily access messages of their friends on multiple social

web sites without being confused by massive nonsignificant messages. SocialFaceIcon expresses information

of a user of social web sites as an ”icon” on the desktop. Users can easily obtain latest/past messages of

their close friends using this icon-style interface. Moreover, we propose simple visualization techiniques for

expressing ”freshness” and ”frequency” of these messages.

1 はじめに

近年の Web は人と人がつながりを持ちコミュニ

ケーションをするソーシャルメディアとしての利用

が進んでいる．Facebook†1や mixi†2などのソーシャ
ルネットワークシステム（SNS）の国内会員数は延
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†1 http://facebook.com/
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べ 7134万人†3 となり，インターネット上の主要なメ
ディアとして広く使われるようになった．またブログ

や写真・動画共有サービス，ソーシャルブックマーク，

マイクロブログといった個人が情報を発信・共有する

サービスの普及によって，ユーザー同士がネット上で

つながりを持ち，コミュニケーションする機会が増え

ている．これらの SNSやブログ，コミュニティサイ

トを利用しているユーザーは国内のインターネット利

用者のうち 76.3%†4に上る．

†3 総務省「ブログ・SNS の経済効果に関する調査研究」
(2009 年 7 月 13 日公表)

http://www.soumu.go.jp/menu news/s-news/

16209.html

†4 インプレス R&D「インターネット白書 2009」
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1. 1 ソーシャルウェブサイト利用上の問題点

ソーシャルウェブサイトの利用者や利用頻度が増え

た結果，Webブラウザや Twitter/Facebookクライ

アントなどを用いた閲覧方法や，タイムラインをリス

トで表示するという UIに関して問題が生じるように

なった．以下にその問題点の 4つを挙げた後，それぞ

れについて詳細を述べる．

1. 発言数の少ない人が埋もれる

2. サイトごとに発言が分散する

3. 意識的に更新情報を確認する必要がある

4. 特定の人物を一目で見つけにくい

第一に，ソーシャルウェブサイトでは最新の発言を

並べて表示するが，新着順に並べた場合，発言の多い

人が目立ち，発言数の少ない人が埋もれてしまうこと

が多い．Twitterのリスト機能のように，人をグルー

プ分けして一部の人たちの発言だけを表示すること

で，人が埋もれる問題を軽減できるが，発言を新着順

に表示する限り，発言頻度によって一部の人が埋もれ

るという根本的な問題は解決していない．

第二に，複数のソーシャルウェブサイトに発言が分

散すると，それを見る側は複数のウェブサイトを何度

も訪れる必要がある．

第三に，Webブラウザや Twitter/Facebook 専用

クライアントなどを用いて情報（e.g., 特定ユーザの

更新状況）を見る場合，ウィンドウやタブを開くなど

の明示的な操作が必要になる．すなわち，これらの

ツールではユーザーが意識的に情報にアクセスする

必要があり，作業の合間に「ふと目に入る」というよ

うな無意識的な情報取得は難しい．

第四に，ソーシャルウェブ上では全ての人の発言を

一様に見たいとは限らず，親しい知人や有益な発言を

する人といった特定の人物の様子や発言をより優先的

に知りたいことも多いが，Webブラウザや専用クラ

イアントでは，そのような優先的に見たい人を一目

で見つけにくい．デスクトップ上の時計やアイコンと

いった頻繁に見たい・アクセスしたい情報はディスプ

レイ上のほぼ同じ場所に置かれている（静的である）

ため見つけやすいが，Web サイト内の情報やウィン

ドウ，タイムラインといった UIは，見たい情報の場

所がたびたび移動してしまう（動的である）ため，頻

図 1 ソーシャル顔アイコンのコンセプトイメージ

繁に見たい情報にアクセスしづらい．

そこで本研究では，上に挙げた問題を解決すると

ともに，ソーシャルウェブの新たな見方や使い方を提

供するインタフェース「ソーシャル顔アイコン」を提

案・試作した．

2 ソーシャル顔アイコン

ソーシャル顔アイコンとは SNS やブログなどの

ソーシャルウェブサイト上にいる人を顔アイコンとし

てデスクトップに置くというものである（図 1, 2）．

顔アイコンごとにその人の最新記事やステータス，

メッセージなどが表示され，アイコンをダブルクリッ

クするとソーシャルウェブサイト内にあるその人の

ページを開いて見ることができる．また，これらの顔

図 2 デスクトップに置かれたソーシャル顔アイコン
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アイコンを動かしてくっつけることで手軽にアイコン

を管理する．さらに，人のアイコンを二次元空間上に

配置するだけでなく，アイコンの透明度やエフェクト

を変えることで，最近発言した人やあまり発言してい

ない人，発言頻度といった時間軸情報を視覚的に分か

りやすく表示する．

以降ではソーシャル顔アイコンのコンセプトおよび

機能について述べる．

2. 1 コンセプト

ソーシャル顔アイコンのコンセプトは「ソーシャル

ウェブサイトを人を軸に見るアイコン型インタフェー

ス」である．ソーシャルウェブサイトの中の「人」に

着目し，普段使い慣れたデスクトップアイコンのメタ

ファーを取り入れることで，ウェブサイトや人に対し

てより直接的にアクセスできるインタフェースを考案

した．

2. 1. 1 人を軸に見る

ソーシャルウェブサイトではいずれも個人ごとの

ページが存在するように，「人」が主要な構成要素と

なっているが，問題点 1および 4で述べたように「発

言数の少ない人が埋もれる」「特定の人を一目で見つ

けにくい」といった，人を軸に見ることが難しいとい

う問題がある．そこでソーシャル顔アイコンでは 1人

につき 1 つのアイコンを割り当て，知人などの優先

的に発言を読みたい人を選んでデスクトップに並べて

おくことで，その人の最新の発言や状態は他の人の発

言に埋もれることなく常時見ることができ，その人を

一目で見つけられるようにした．また，ショートカッ

トアイコンのようにデスクトップからWeb上の個人

ページに対してより直接的にアクセスできるように

した．

さらに複数のソーシャルウェブサイトを横断して，

同一人物や関連する人など「人」を基準にまとめるこ

とで，問題点 2の「サイトごとに発言が分散する」と

いう問題を解決する．

2. 1. 2 アイコン型インタフェース

ソーシャル顔アイコンは「ドラッグ＆ドロップで配

置」「ダブルクリックで開く」といった従来のファイ

ルアイコンと同じような操作体系で使えるようにし

た．このようなアイコン型のインタフェースにするこ

とで，多くの人が既に慣れた操作方法で使うことが

でき，既存のファイルアイコンなどに混じってデスク

トップに置かれていても違和感が少ない．

問題点 3で述べたように，ウィンドウやタブといっ

た UIでは「ユーザーが意識的に」操作して更新情報

を確認する必要があった．一方，ソーシャル顔アイコ

ンではアイコンとして常にデスクトップ上に表示され

ることで，意識的に見ようとしなくても，ふとした作

業の合間に目に入ってくるという特徴を持つ．

また，問題点 4で述べたようにウィンドウやタイム

ラインを用いた UIでは，発言がたびたび移動してし

まうため，特定の人物の発言にアクセスしづらいとい

う問題があった．ソーシャル顔アイコンは，アイコン

画像の視認性に加えて，特定の人物の発言がディスプ

レイ内の絶対位置で固定されるため一目でその人を

見つけることができる．

このようにアイコンの性質を活かした UI がソー

シャル顔アイコンの特徴の一つとなっている．

2. 1. 3 時間軸情報の可視化

ソーシャルウェブサイト上の人を二次元空間上に配

置・操作できるようにした場合，それだけでは発言の

時間軸に関する情報が失われてしまう．そこで，発言

の古さや発言の頻度といった時間軸の情報をアイコン

表現により可視化することで，古い情報が埋もれな

いようにしつつ，「これはどれくらい前の発言なのか」

「今誰が活発に発言しているか」「今イベントや議論

で盛り上がっている」といった情報を分かりやすく表

示するようにした．

2. 2 機能と使い方

コンセプトを元に実装したソーシャル顔アイコン

の主要な機能として，「顔アイコンを用いた発言表示」

「くっつきアイコン」「廃れるアイコン」「ホットアイ

コン」を取り上げた後，細かな使い方の流れやその他

の機能について述べる．

2. 2. 1 顔アイコンを用いた発言表示

ソーシャル顔アイコンの最も基本的な機能は，ソー

シャルウェブサイトでつながりのある人をアイコンに

してデスクトップに置いて見る，というものである．
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図 3 顔アイコンを用いた発言の表示

アイコンは図 3 のように，各個人ごとにアイコン

画像と名前，Twitterや Facebookなどのサービスを

表す小さなアイコン，そして最新の発言や状態が表

示される．通常状態では発言の一部だけ（20文字程

度）を読むことができ，発言に何か変化があれば分か

るようになっている．

アイコンを選択またはマウスホバーすると全文を

読むことができ，コンテキストメニューから過去の発

言を見ることもできる．ただし，本文が画面内に収ま

りきらない場合はサマリーまたは本文の先頭部分だ

けが表示される．さらに続きを読みたいときはダブル

クリックしてWebページを開く．

2. 2. 2 くっつきアイコン

アイコンをドラッグ＆ドロップして他のアイコンに

くっつけることで，複数のアイコンをまとめることが

できる（図 4）．さらにまとめたアイコンは「重ねボ

タン」を押すことで，Manderら [1]の提案する Pile

Metaphorのようにアイコンを重ねて小さく表示でき

る．アイコンを重ねた状態では，それらのアイコンの

中で最新の記事やメッセージが表示される．

くっつきアイコン機能は以下のような用途を想定し

ている．

• 同一人物が複数のサービスを使っている場合，そ
れらをまとめて 1人 1アイコンにする．

• 関連する人たちのアイコンをグループ化する．
• 優先度の低い人たちは重ねて小さく表示してお
き，見たいときだけ展開する．

2. 2. 3 廃れるアイコン

各アイコンは最後の発言からしばらく時間が経つ

と，徐々に薄くなる．図 5 のように 1 日以内の発言

図 4 くっつきアイコン

図 5 廃れるアイコン

ははっきりと表示されるが，数日・数週間・数ヶ月と

古くなるごとにアイコンの透明度が増し，1年以上前

の発言は最低限文字が読める程度に薄くなる．

情報の鮮度を視覚的に分かりやすく表示すること

で，その人の発言がだいたいいつ頃のものかをすぐに

判別できるようになり，たくさんのアイコンを一覧し

たときに新しい発言を見つけやすくなる．

2. 2. 4 ホットアイコン

頻繁に発言している人のアイコンは，赤いグローエ

フェクトがかかることで活発（ホット）な様子を表す

(図 6)．実際には直近 1時間以内に一定回数（デフォ

ルトでは 5回）以上発言した場合，このエフェクトが
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図 6 ホットアイコン

図 7 顔アイコンの新規作成

かかるようになっている．

何かのイベントの最中や誰かと議論している時は，

短時間に集中して発言することが多いことを利用し

て，「普段とは違う何か特別なことが起こっている」こ

とを知ることができる．

2. 2. 5 使い方の流れとその他の機能

ソーシャル顔アイコンの細かな使い方の流れを説明

するとともに，周辺的な機能についても紹介する．

新しく顔アイコンを作成するには，後述する顔ア

イコン Dock内のボタン（図 8右のボタン）または通

知領域のアプリケーションメニュー（Windowsのみ）

から友達一覧ウィンドウを開き，追加したい人をデ

スクトップにドラッグ＆ドロップする（図 7）．友達

一覧ウィンドウには Facebook，Twitter†5，Friend-

†5 http://twitter.com/

feed†6などでつながりのある人が表示され，ブログな
どの RSSを独自に追加することもできる．

デスクトップに配置した顔アイコンの発言はおよそ

２分間隔で自動更新され，発言が無ければ徐々に廃れ

た状態になり，頻繁に発言すればホット状態になる．

アイコンの数が増えてきたときは，くっつきアイコ

ン機能を使い，関連する人をひとまとめにするなどし

てアイコンを整理する．またくっつけたアイコンはま

とめてドラッグ＆ドロップして動かすこともできる．

くっつきアイコンの他にアイコンを管理するため

の機能として，Mac OS X の Dock のように画面の

端にアイコンを並べられる領域「顔アイコン Dock」

を設けた（図 8）．デスクトップにアイコンを置くと

ウィンドウの下に隠れてしまうが，アイコンを Dock

にドラッグ＆ドロップして置くことでウィンドウが開

いた状態でも常時または素早く最前面にアイコンを表

示することができる．頻繁に見たいアイコンは Dock

に置くと良い．

顔アイコンを削除する時は，アイコンを右クリック

してコンテキストメニューから「Delete」を選択する．

3 実装

くっつきアイコンやホットアイコンのように通常の

アイコンではできない表示方法や操作を実現するた

め，ソーシャル顔アイコンでは枠のない透過ウィンド

ウに仮想のアイコンを描画している．1アイコンまた

は 1 グループにまとめられたアイコンはそれぞれ 1

つの透過ウィンドウになっており，これらのウィンド

ウを他のウィンドウの背面に置くことで，デスクトッ

プ上に顔アイコンが置かれているように見せている．

この実装上の制約によりフォルダに入れるといった

通常のアイコンと完全に同じ操作はできないものの，

図 8 顔アイコン Dock

†6 http://friendfeed.com/
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実用上はファイルアイコンやフォルダと混ざった状態

でも問題なく使うことができる．

顔アイコンに使用する画像や記事，ステータス，

メッセージなどは Twitterや Facebookなど各サービ

スで提供されている APIを通じて取得している．

これらはAdobe AIRで実装しており，Adobe AIR

ランタイムが動作する環境（Windows，Mac OS X，

Linux）で利用できる．

4 議論

2009 年 12 月 3 日より，ソーシャル顔アイコンは

Webでオープンソースソフトウェアとして公開して

おり†7，自由にダウンロードして利用できる．
ソフトウェア公開後は，窓の杜†8や Yahoo!ニュー

ス†9といったサイトや，ソフトウェアを紹介する雑誌
などで取り上げられ，Twitter上でもソーシャル顔ア

イコンに関して 200人以上のユーザーから言及があっ

た†10．
利用者の意見を元に機能の追加や改良を行っている

ため，機能によって試した期間が異なるものの，我々

を含む利用者が半年以上利用した上で得た知見や興

味深い利用方法から有効性や課題などを議論する．

4. 1 活用事例と考察

実際にソーシャル顔アイコンがどのように活用され

たのか，いくつかの事例を元に考察を行う．

4. 1. 1 利用頻度の低いサイトの閲覧

ユーザーの 1 人は Twitter を中心に利用していた

が，Facebook上にはつながりのある友達が少なく投

稿や閲覧をあまりしていなかった．ソーシャル顔ア

イコンを利用して Facebook上の友達をデスクトップ

上に置いておくことで，Facebookにアクセスせずに

Facebookにいる友達の近況も知ることができるよう

になった．ソーシャル顔アイコンのサイトを横断して

人単位で見ることができるという特徴により，サイト

†7 http://sappari.org/faceicon.html

†8 http://www.forest.impress.co.jp/docs/review/

20100902 390982.html

†9 2010 年 9 月 2 日の記事．現在は削除されている．

†10 Topsy (http://topsy.com/) を用いて調査

の利用頻度に関係なく複数のサイトを見られるよう

になった効果と言える．

ただし，現状ではmixiのような日本国内でメジャー

なサイトにソーシャル顔アイコンが対応していないな

ど利用できるサイトが限られており，さらに他のサー

ビスに比べて Twitter の利用者の多く，ユーザーが

偏っていたということもあり，積極的にこの機能が利

用されていたとは言えない．サイト横断の特徴を活か

すためには対応サイトを増やすことが課題である．

4. 1. 2 知人の様子を知る

利用者の一人から「Twitterで今日会う予定の知人

の様子を調べようとしたが，発言数の多すぎる人がい

てなかなか見つからなかった．顔アイコンだとすぐ分

かった」というコメントがあった．これは「見たい人

が埋もれて見えない」という問題を解決した例と言

える．

また，このように人の様子を確認する際，ほとん

どの場合ユーザーは顔アイコン上のテキストを見る

だけであり，たまに右クリックをして過去の発言も見

るというような使い方をしていた．発言の前後関係

などを含めてさらに詳しく知りたい時，顔アイコン

をダブルクリックしてブラウザを開いてみることも

あったが頻度としては多くなかった．このことから，

ブラウザを開くための単なるショートカットしての利

用よりも，顔アイコンによって一目で情報（人）を見

つけるためのツールとして主に利用されたと言える．

これは「特定の人の発言を一目で見つけにくい」とい

う問題の解決にあたる．

4. 1. 3 くっつきアイコンの多用

くっつきアイコンは多くのユーザーが利用してお

り，主に「同じ職場の人をグループ化してまとめる」

「頻繁に見る人をまとめる」「発言数の多い Bot（プロ

グラムによる自動投稿）をまとめる」といった分類に

用いられていた．このことからソーシャルウェブサイ

ト上にいる人や Botの分類表示には一定の需要があ

ると考えられる．また，くっつけたアイコンはまとめ

て移動できるためアイコンが増えたときに整理しや

すいことも理由として考えられる．これらの用途は，

Twitterでフォローしている人を分類するためのリス

ト機能と用途が近いため，将来的にはリスト機能と連
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携することでより手軽に分類するといった実装も検討

している．

逆に，機能の設計時に想定していた「同一人物をま

とめる」という使い方はあまりされなかった．これは

同種の複数のウェブサイトを使い分けるヘビーユーザ

の数は少ないということと，ソーシャル顔アイコンの

対応しているウェブサイトがまだ少ないと言うことが

原因として考えられる．

4. 1. 4 Twitter Botの積極的な利用

興味深い使い方として，図 9のように Twitter Bot

をたくさんデスクトップに並べて見るという使い方を

しているユーザーがいた．Twitter Botとは，Twitter

のWeb API を利用し様々な情報を機械的な自動投

稿により擬人的に発言しているユーザーアカウント

であり，Twitter の UI を用いて人の発言以外の情

報を通知できるという便利さや面白さにより，多く

の Twitter Botが作られている．図 9左上のように

Twitter Bot の一つであるプロ野球チームの試合状

況を通知する Botをデスクトップに置くことで試合

の最新情報を見られるようにしたり，同様に天気や

ニュース，サイトの更新情報をアイコンにしてすぐに

チェックするといった使い方をされていた．

このような Twitter Bot をいくつも置くという利

用方法は「タイムラインが埋もれない」というソー

シャル顔アイコンの特徴を活かしたものと言える．機

械的に投稿する Botの多くは人による投稿に比べて

発言数が多く，タイムラインを不要に埋める原因の一

つになっていた．上で述べたプロ野球チームの試合状

況を通知する Botも試合中は数分おきに発言するた

め，発言頻度の多い Botの一つである．このような

Botをいくつも followする†11と，それだけ Botの占

める発言が増えるため，followする Botの数はある

程度制限する必要があった．ソーシャル顔アイコンを

利用することで発言数の少ない人が Botを含む他の

発言に埋もれる問題は解消されるため，Bot の数や

発言頻度を気にすることなく followすることができ，

より多くの Botを活用できる UIだと言える．

†11 発言を受け取れるように登録申請する

図 9 Twitter Bot を並べた例

4. 1. 5 廃れるアイコンの効用

廃れるアイコンは利用者の意見を元に追加した機

能の一つであるが，機能の導入後，何日も発言が滞っ

ていたり発言頻度が少ないために色が薄くなっていた

人のアイコンがある日はっきりと表示されると自然と

目にとまりやすくなり，「久々の発言を見つけやすく

なった」という意見があった．

廃れるアイコン機能の設計時に意図していた「いつ

頃の発言か素早く判別できる」「たくさんのアイコン

を一覧したときに新しいものを素早く見つけられる」

という効果に加えて，久々の発言をより見つけやす

く・埋もれにくくする効果があると言える．

また，発言数が極端に少なくアイコンが消えかかっ

ている人は，そのサイトをもうほとんど使わなくなっ

てしまったと考え，デスクトップから削除するという

ことがあった．このようにどの人をデスクトップに置

く/置かないのかという判断基準になった．

4. 1. 6 イベントの発生を知る

自分と関係の深い研究者らのアイコンが頻繁にホッ

ト状態になったことで，それまで自分の知らなかった

学会イベントの開始を知り，それをきっかけに遠隔地

からその議論に参加したという事例や，その会議中

に面白い発表があると複数の人が同時にホット状態

になり，そこにいる人たちが何に強い関心を持ったの

かを知ることができるようになったという事例があっ

た．同様に，Twitter Botの項で挙げたプロ野球の試

合状況を発言する Bot (図 10) がホット状態になるこ

とによって試合が始まったことを知るという例や，新

製品発表のニュースで多くの人が盛り上がっているの

をホット状態によって知るといった例があった．
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図 10 プロ野球の試合状況を通知する Bot

これまで何かのイベントの発生を知るには，たまた

まそのとき発言内容を読んで知るか，タイムライン

を長時間見続けて発言頻度の増減から伺い知るしか

なかったが，ホットアイコンを利用することにより，

興味のありそうなイベントの発生をより高い確率で

知ることができるようになったと言える．また，発言

内容を読む前に，画面をパッと見たときの色の変化だ

けでイベントの有無を知ることができるようになり，

そのとき読む価値のある情報を重みづけして提示す

る仕組みとしても有効と言える．

4. 1. 7 デスクトップに置けるアイコン数の問題

デスクトップ上に多くのファイル/フォルダ/ショー

トカットアイコンを置いているユーザーの場合，ソー

シャル顔アイコンを置くスペースがほとんど残されて

おらず，ソーシャル顔アイコンを活用できないという

問題があった．デスクトップに置けるアイコンの数は

画面解像度などに応じて限られるため，ソーシャル顔

アイコンで置ける顔アイコンの数も必然的に限られ

てしまうことが原因である．これはソーシャル顔アイ

コンの問題点であると同時に，現在のデスクトップ環

境がそもそも抱える問題であるため根本的な解決は

難しいが，くっつきアイコンの重ねる機能によってよ

りコンパクトに表示したり，顔アイコン Dockに置け

るようにすることで，ある程度の問題の軽減を図って

いる．Mac OS X のデスクトップWidget などのよ

うに，マウスジェスチャやキーボード操作によって一

時的にソーシャル顔アイコンを表示または消すことで

対処するという方法も考えられるが，コンセプトで述

べた「特別な操作無しに自然と目に入る」という特徴

が失われてしまうというトレードオフがある．

一方で，デスクトップにある程度余裕があれば，顔

アイコンの数は実際はあまり問題にならなかった．デ

スクトップに置いて何度も繰り返し見たいという人

の数はせいぜい数人～数十人程度であり，十分デスク

トップ内に置ける数であることが理由として考えら

れる．

4. 2 Webブラウザや専用クライアントとの関係

および比較

ソーシャル顔アイコンのユーザーは，実際にはソー

シャル顔アイコンだけを使っていたわけではなく，従

来通りWebブラウザや Twitter/Facebook専用クラ

イアントなどを併用してソーシャルウェブサイトを閲

覧していた．ソーシャル顔アイコンはWebブラウザ

などを用いたソーシャルウェブサイトの閲覧手法を置

き換えるものではなく，従来のWebブラウザなどが

苦手としていた閲覧手法を提供することで，お互いに

苦手とする部分を補い合う関係にあると言える．

以下では，それぞれの閲覧手法の特徴を比較すると

共に，利点や欠点，互いの補完関係について述べる．

4. 2. 1 時間軸と人物軸

Webブラウザで見るソーシャルウェブサイトは基

本的にタイムラインという時間軸で情報を見ていた

のに対し，ソーシャル顔アイコンは主に人物を軸にし

て見る．

人物を軸に見た場合，4.1.2で述べたように，ある

特定の人の発言や様子をすぐに知ることができるが，

一方で複数の人の発言の順序や対話関係が分かりに

くくなるというトレードオフがある．

しかし，著者らの周囲のユーザーの利用方法を見る

限り，対話関係が分かりにくいという点はそれほど大

きな問題にはなっていない．これは，ソーシャル顔ア

イコンを利用するユーザーの主な関心・目的が，ユー

ザー間の対話よりも，特定の個人をアイコン化して

見やすくする点にあるためだと思われる．すなわち，

ユーザーは SNS上の身近な人物の変化を手軽に確認

する目的で，一種の（内容込みの）更新チェッカーと

してソーシャル顔アイコンを利用しており，対話など

SNS上の全ての情報を見ようとはしていないと考え

られる．あまり頻繁に利用はされなかったが，もし対

話の内容を詳しく見たい場合でも，顔アイコンをダブ

ルクリックしてブラウザを開けばすぐに確認できるた
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め，従来のタイムラインと容易に共存できる．現状で

は実装に至っていないが，対話の状況もある程度見や

すく表示する方法として，「対話があったときだけ，関

係する人のアイコンを近くにポップアップ表示する」

「右クリックして過去の発言を表示したとき，その人

の発言だけでなく対話も同時に表示する」などの新機

能を検討している．

4. 2. 2 複数のソーシャルウェブサイトの利用方法

日本国内ではmixiや Twitter，GREE†12といった
SNSが多く利用されており，世界的には Facebookや

Twitter，MySpace†13などのユーザー数が多い．そ
して，これら複数のソーシャルウェブサイトのアカウ

ントを持っている人も多くいる．ソーシャル顔アイコ

ンでは 4.1.1で述べたように，これら別々のサイトに

属している人をサイトの利用頻度に関係なく同時に

閲覧できることが利点である．

しかし，全てのサイトを全く同じように閲覧できる

わけではなく，実際にはサイトごとに機能やコンテン

ツといったサービス内容に差があるため，そのサービ

スを十分に利用する場合はWebブラウザでサイトに

訪れる必要がある．Webブラウザだけでは使うサイ

トと使わないサイトがはっきり分かれてしまうため，

ソーシャル顔アイコンを使うことによってWebブラ

ウザを併用しつつ緩やかに複数サイトを同時利用す

るという関係になる．

TweetDeck†14やHootSuite†15といったアプリケー
ションを利用することで，複数のソーシャルウェブサ

イトのタイムラインをリストでまとめて（または簡

単に切り替えて）見ることができる．これらのアプ

リケーションと比較すると，ソーシャル顔アイコンは

「タイムラインではなく人物を軸にして見る」「リスト

ではなくアイコンを使った UI」といった点で，ツー

ルの利用方法や目的が異なっている．

4. 2. 3 ウィンドウとアイコン型UIの比較

ソーシャル顔アイコンは意識的な操作が必要なウィ

ンドウなどの UIとは違い，「ふと目に入る」ような無

†12 http://gree.jp/

†13 http://www.myspace.com/

†14 http://www.tweetdeck.com/

†15 http://hootsuite.com/

意識的な見方ができるが，欲しい情報がいつも出て

くるわけではなく，たまに面白そうな情報が現れるこ

とを期待して見るため，期待したような情報が見つ

かるまで時間がかかる．一方，Webブラウザは意識

的・能動的に操作する必要がある代わりに，欲しい

情報に素早くアクセスできる．このように，ソーシャ

ル顔アイコンのようなアイコン型インタフェースは，

ウィンドウなどの UIと比べ，静的でゆっくりとした

タイムスパンで利用する UIと言える．

ただし，ソーシャル顔アイコンは常に無意識的な閲

覧をするわけではなく，より詳しく情報を見たいとき

は 2.2.1 で述べたような操作で発言内容を詳しく表示

したり，Webブラウザを起動することで能動的な閲

覧への移行もサポートする．

ソーシャル顔アイコンはアイコン型の UIによって

常に同じような情報を表示し続けたり，ドラッグ＆ド

ロップや右クリックなどのマウス操作が自然にできる

ことが利点となっている．一方で，小さなアイコン上

で表現できる情報は非常に限られる．ソーシャル顔ア

イコンではアイコンの透明度やグローエフェクトに

よって時間軸情報を可視化しているものの，さらに多

くの情報を表示しようとすると，逆に情報が見づらく

分かりにくいものになってしまうと考えられる．Web

ブラウザであればウィンドウ内や複数ページ遷移に

よって多くの情報を表示することができ，HTMLや

Flashなどを多用した多用な表現ができるため，アイ

コンで表示しきれない情報をWebブラウザによって

補うという関係になっている．

4. 2. 4 リストとアイコンの比較

ソーシャルウェブサイトや多くの Twitterクライア

ントはタイムラインをリストで表示する．一方，ソー

シャル顔アイコンはリストではなくアイコンを利用す

る点で大きく異なっている．リストと比べたアイコン

の長所と短所を以下に整理する．

• アイコンの長所
– 画像の一覧に向いており，画像によって各

項目を識別しやすい．

– 二次元配置によって，関連する項目を近く

にまとめたり，逆に関連しないもの同士を遠

ざけて配置できる
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• アイコンの短所
– 長文テキストの一覧に向かない．

– アイコンが増えすぎると一覧しにくい．

– アイコンを整列配置しない場合，時系列の

ような順序情報が失われる．

このようにアイコン方式には長所と短所ともに存在

するが，人を見つけやすくするというソーシャル顔ア

イコンの目的に対してはアイコン方式が適している．

アイコンの長所により，リスト方式に比べて「顔アイ

コン画像によって人を識別しやすい」「二次元配置で

関連する顔アイコンをまとめて見やすく表示できる」

といった強みを持つ．特に，ソーシャルウェブサイト

上においてもアイコンの画像で人を識別するように，

アイコン画像は人を見つける手がかりとして重要な

役割を果たしている．

一方でアイコンの短所により，「多くの発言を読むに

は向かない」「あまり多くの顔アイコンを置くと一覧

しにくい」「発言の前後関係が分かりにくい」といっ

た問題も起こる．これらの問題に対しては，Webブ

ラウザや他のクライアントと併用する/くっつきアイ

コンで整理する/ホットアイコンや廃れるアイコンで

時間情報も表示するなどの方法で軽減できる．さらに

発言の前後関係については，4.2.1で述べたような対

話の視覚化手法を検討していく．

5 関連研究

顔アイコン [3]では，顔の形をしたアイコンにファ

イルをドラッグ＆ドロップすることで，メールにファ

イルを添付する操作に比べて手軽で分かりやすいファ

イル転送を実現した．ソーシャル顔アイコンでは，人

ごとにデスクトップアイコンを置くという顔アイコン

の UIを参考にしながら，複数のソーシャルウェブサ

イトを横断して人単位でアクセスするという用途に

応用した．

iPhone/iPod touch用のTwitterクライアントRe-

portage [7]では，ユーザーのアイコンを並べておくこ

とで，タイムラインの流れの早さに関係なく重点的

に読みたい人の発言をすぐに読むことができる．人

のアイコンを配置することで発言を埋もれないよう

にするというコンセプトや機能がソーシャル顔アイ

コンと近い．ソーシャル顔アイコンでは，くっつきア

イコンや時間軸情報の可視化によって人の管理や閲

覧を容易にし，複数のソーシャルウェブサイトを同じ

UI/操作で見られるようにすることで，サイトの違い

を意識させず，より人を中心に見やすくするための仕

組みを提供している．

Web ブラウザを起動せずデスクトップ上で Web

ページを見るソフトウェアとしては，Microsoft の

ActiveDesktopやAppleのWeb Clipウィジェット [8]

がある．またWindows Vistaのサイドバーガジェッ

トやMac OS XのDashboardといったデスクトップ

ウィジェットを用いてWebの情報をデスクトップに

表示することができる．ソーシャル顔アイコンはこれ

らの技術に近いが，Webの中でもソーシャルウェブ

サイトを対象にすることで顔アイコン型インタフェー

スを実現し，利便性を高めた．

Webアプリケーションをデスクトップアプリケー

ションのように起動して使えるようにするWebブラ

ウザの拡張機能としてMozilla Prism [6]がある．ソー

シャル顔アイコンではWebアプリケーションではな

くその中にいる人のアイコンをデスクトップに置く

ことで直接その人のページを開くことができるほか，

人のアイコンに最新記事などの更新情報を表示でき

る点が異なる．

ブログやソーシャルブックマークなどの記事を自動

的に収集・一覧することで，Web閲覧の負担を減ら

すツールとして RSSリーダーがある．RSSリーダー

は最新記事をいち早く逃さず見たいという積極的・能

動的にWebを見るユーザーに向いているが，閲覧や

管理に多くの操作が必要であり，できるだけ楽に使い

たいユーザーには敷居が高い．

永田ら [5]は，SNSやグループウェア，メーリング

リストなどを統合したウェブサイト Enzin 内で，参

加者のアバターアイコンをドラッグ＆ドロップして配

置を変えることで情報の公開範囲を簡単に設定できる

ようにした．Enzinを利用しているユーザーに限られ

るものの，人のアイコンをドラッグ＆ドロップでまと

めることにより SNS内の情報を管理する UIがソー

シャル顔アイコンと似ている．

Time-Machine Computing [2]の提案で実装された
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時空間デスクトップ環境 TimeScapeでは，最終更新

時刻の古いファイルほどアイコンを薄く表示するこ

とで，ファイルの鮮度を視覚的に表現した．また，塚

田らの廃れるリンク [4]では，Webページのリンク先

情報の更新日時に応じてリンクに色あせる・掠れる・

にじむといったエフェクトをかけることで鮮度を表現

している．ソーシャル顔アイコンの廃れるリンクも

これらと同様に情報の鮮度を視覚的に表現しており，

廃れるリンクが対象としたWeb 上の情報の鮮度を，

TimeScapeのようにファイルのアイコンとして表現

していると言える．

6 まとめと今後の課題

本論文ではソーシャルウェブサイトを人を軸に見る

アイコン型インタフェース「ソーシャル顔アイコン」

を提案，実装した．ソーシャルウェブサイト上にいる

人をアイコンとしてデスクトップに置くことで複数の

ソーシャルウェブサイトを横断しながら，優先的に見

たい人がタイムラインの中で埋もれてしまうことな

く，特定の人物を一目で見つけることができる．

今後は利用できるソーシャルウェブサイトを増やす

ことや，TimeScapeで実現されている，より詳細な

時間軸情報の提示や時間移動を取り入れることで時

空間をスムーズに切り替え，ソーシャルウェブサイト

をより新しい視点で使える・楽しめるようにしたいと

考えている．
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